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              戦後８０年の８月を生きる＿４ 

 

 

ユダヤ人精神科医ヴィクトール・フランクルの書いた「夜

と霧」。 彼は、ユダヤ人であるという理由だけで、ナチスに 

捕らえられ、過酷な強制収容所に送られました。極限状態の中で人はどうなるか、何

に絶望し、何に希望を見いだすのか、リアルな筆致で描かれています。「夜と霧」とい

う言葉の由来をご存知でしょうか？非ドイツ国民で、党と国家に反逆の疑いのある者

（実際に疑いがまったくなくても）は、家族まるごと捕縛して拘禁せよという命令が、アドル

フ・ヒトラーによって出されます。この恐るべき特別命令は夜陰に乗じ、霧に紛れて

秘密裏に実行され、ユダヤ人の一家が一夜にして「神隠し」のように消え失せる事件

が相次ぎました。それが通称「夜と霧」命令と呼ばれたのです。 

この世の地獄と言われたアウシュビッツの歴史は、８０年後の人類の教訓になって

いるか、吟味されるべき時が来ています。「夜と霧」命令はなくても、いまもこの世界

には心の闇という「夜」があり、曖昧・うやむや・無関心という「霧」が立ち込めていま

す。そんな私たちの世界に近づいてくださる御方がいらっしゃいます。以下は、私の

愛読書から、今日の聖書テキストについて書かれたもの。ご一読ください。 
 

 

「私に従いなさい」。これは、私たちの人生を、滅びに至るものから、永遠の命に至

るものへと大転換させる言葉です。私たちは誰でも、生まれつき自分中心の世界に

住んでいます。自分の利益になるもの、気に入ったものは近くに置いておき、そうで

ないものはその世界から追い出してしまいます。そうやって自分の世界を作り上げ

ます。 ある時、その世界に主イェスが入り込んで来られます。私たちが初めて教会

に来た時です。自分の役に立ちそうなので、私たちはしばらく主イェスを自分の世界

に置いておくことにします。そうして教会に足を運び続けます。 

ある時、その主イェスが、私に声をかけられます。「私に従いなさい」 それは私たち

を自分中心の世界から呼び出す言葉です。「そこを出て、私を中心とした世界に入り

なさい」と言われるのです。そしてこの言葉に従った時、私たちは自分中心の世界か

ら、罪の世界から救われるのです。 

 レビもそれまで、彼なりの世界に生きてきたことでしょう。自分の生き方について

言い訳をしながら、それなりに自分を納得させて生きてきたかもしれません。主イェ

スはその世界から彼を呼び出されて、新しい世界へと招き入れられました。 

それに応えたレビは、自分の家に主イェスを招待します。その家の中心にいるの

は、もはやレビではなく主イェスです。レビは自分の仲間である大勢の徴税人や罪

人と一緒に、イェスの周りに座る者となりました。そこには主に救われた者たちが作

る世界があったのです。  「イェスの歩み３１」 吉村和雄（キリスト品川教会・名誉牧師）より 

 

 

 

本日のプログラム （11：00-12：10） 
 

 

 

ご挨拶 

黙祷/お祈り 

 

賛美（ゴスペルタイム）   朝ごとに新しい/ただひとり/ハレルヤ・アーメン 

 

主の祈り 

聖書朗読      マルコによる福音書２章１３～１７節  Mark2:13-17 

                              （新約聖書・口語訳 P.５３）       

 

特別音楽     「わが喜びの理由」  Feel God Band 

 
            
 

聖書のお話    自分中心の世界から呼び出す言葉 
His Word to call from a self-centered world 

        Pastor Kei Kurachi  倉知契 牧師  

 

賛美と献金      わたしは奇蹟を信じる （作詞作曲・小坂忠師） 

頌栄         ハレルヤ・ハレルヤ  

祝祷 
 

報告/茶菓 
 
 

 
 

牧師のコラム 

土の器   
 

TODAYS Ministry Team 
 
ピアノ 
ギター 
ベース 
ドラム 
ヴァイオリン 
 
 
キーボード 
ボーカル 
 
 
 
司会・祈祷・聖書 
献金係 

 
受付 
メディア 

 
 

倉知契師 

天埜寛治さん 
大神美乃さん 
近藤ローレンさん 
近藤エバンさん 
倉知なのかさん 
バン・ジユさん 
倉知日々喜さん 
ジェユンさん 
杉浦永奈さん 
天埜恵子さん 

倉知恵今さん  
松井大宜さん 

村田朋枝さん 
小栗良子さん 
近藤里奈さん 

大神真伸さん 

小木秀夫さん 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
202５．８.２４（Sun） 

主日礼拝 

 

瀬戸カルバリーチャペル × Seto LIFE ART Studio 
 

489-0909 愛知県瀬戸市みずの坂 5-64    0561-48-8899 
主任牧師：大川従道  担当牧師：倉知契   kei.kurachi@gmail.com 
日曜礼拝 朝 11時//木曜祈祷会 朝１０時半//ジョイキッズ 日曜朝９時４５分 
※本日のチャペルも左の QR コードからご覧いただけます。夜７時頃に配信予定 

【チャペル・ニュース】  
 

◆ 皆様を心から歓迎します。礼拝後も良きお交わりを。茶菓もお土産も感謝！ 

◆ 今週の木曜祈祷会（21日）は10時半～。金曜夜8時半～9時半 オンライン祈り会です。 

◆ いよいよ来週は、午後1時半～賛美集会！大島愛華さんゲスト。祈りつつご参加を！ 

◆ Message Note（メッセージノート）  今日は穴埋めなし！自由にお書きください。 

この歴史的なユダヤ人大虐殺は、人類の教訓になって 

いるのかもう一度 吟味しないとならない時代です。 
（平和について考察し、書籍を紹介してきた表紙シリーズは今日で終了です） 
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